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二
じ

さん（野尻）
元　国立療養所近畿中央病院事務部長

功績＝厚生労働行政事務功労
　昭和39年から国立篠山病院を皮切りに、
神戸、大阪、姫路など、近畿圏内11施設
の病院で勤務され、医師や技師、看護師の
皆さんの活躍を支えてこられました。平成
10年に事務部長として赴任した国立泉北
病院では、近畿大学医学部堺病院への移譲
が決定しており、「100人以上いた職員の転
勤先や就職先を探すのに、大変苦労しまし
た」と当時を振り返ります。「39年間、多く
の人に出会い、育ててもらったことに本当
に感謝しています。また23年間ずっと単身
赴任で家族にも迷惑をかけました。改めて
ありがとうと言いたいです」と、感謝の気
持ちを話されました。
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明
あ き

さん（東岡屋）
元　篠山市消防司令長

功績＝消防功労
　昭和53年に多紀郡一部事務組合消防本部
に入署されました。主に事故や災害で脱出で
きなくなった人を助け出す救助の業務を担当
され、平成元年には、消防学校に創設された
救助の専門課程を受講。救助体制の充実に取
り組まれました。ほかにも、予防業務などを
担当し、41年間、消防行政の発展に貢献さ
れてきました。「若いころは災害活動に必死で
したが、管理職になってからは指揮隊として
現場に出ることが多くなり、安全管理に努め
ました」と吉見さん。「１人前にしてもらった
先輩をはじめ、同僚、後輩、家族、消防団の
皆さんの協力のおかげです」と話されました。
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一
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さん（大渕）
元　兵庫県警部補

功績＝警察功労
　人の役に立ちたいとの思いから、昭和46
年に兵庫県警察本部に入庁されました。西宮
警察署を振り出しに本部交通課を経て、柏原、
川西、三田の県内各所で35年間勤務されま
した。主に交通事故の対応に従事。事故の一
報が入れば現場へ急行。実況見分を行い、加
害者や被害者双方から話を聞き取ってこられ
ました。事故対応に追われる日々の中でも、
被害者のためにと全力で事故の真相解明に取
り組んでこられた鹿子木さん。「このような章
をいただけたのも、真面目にコツコツと取り
組んできたおかげかな。やってきてよかった」
とにこやかに話されました。
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さん（住吉台）
元　兵庫県警部補

功績＝警察功労
　昭和42年に兵庫県警察本部に入庁された北川
さん。勤続43年もの間、主に高速道路交通警察
隊で活躍され、高速道路交通安全協議会の事務
担当や、高速道路上における交通取り締まりや
交通事故処理などに取り組んでこられました。

「昭和62年の舞鶴道の開通（丹南篠山口ICから福
知山IC間）時にはその設営に奔走したこと、また
平成10年の明石海峡大橋開通セレモニーに協議
会の皆さんを連れて参加したことがとても印象
に残っています」と話されます。「叙勲を受章した
ことはとても名誉でありがたいこと。この栄誉
に負けないような生き方をしていきたい」と話さ
れました。
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法務大臣表彰
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さん（川北新田） 　平成24年に人権擁護委員に就任され、主に柏
原人権擁護委員協議会の事務局を担当。「いのち
の大切さ」を育むため、幼稚園や小学校に出向き
子どもたちと一緒に花を植え、育てる「人権の花
運動」をはじめ、市民センターや福祉センターで
の特設相談所の開設など、人権啓発活動や人権
相談業務に取り組んでこられました。受賞につ
いて「これからも人権の擁護を第一に考え、取り
組んでいきます」と話されました。
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ひょうご県民ボランタリー活動賞瑞宝双光章

　あいさつ運動を通じて、安心安全な地域づくりを
めざそうと平成22年に結成された「篠山あいさつの
会 たんぽぽ」（会員20人）。会員の多くが住む味間
地区で、まちづくり協議会と連携して月１回、登校
する園児や児童生徒たちに「おはよう！」とあいさ
つし、見守り活動を続けられています。代表の大

や ま

和
と

隆
た か

哲
て つ

さんは、「これを契機に市内でより一層、あいさ
つができるまちになれば」と笑顔で話されました。

　西脇市出身の
神月さんは昭和
44年に黒田庄町
でキャリアをス
タート。その後、
県の教育委員会

を経て、最後の10年間を校長として日置小・城
南小・西紀中・今田中に勤務。38年の長きにわ
たり学校教育や社会教育に専念されました。「毎
日、朝の校門に立って、子どもたちとふれあっ
てきたことが一番の思い出です」と話す神月さ
ん。「この受章はすばらしい児童や生徒、教職員
に囲まれたおかげです」とほほ笑みながら話され
ました。
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　元公立中学校長
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